
写真：向日市西ノ岡丘陵の竹の径

Ｐ１‥資材調達の選択肢に「AGMIRU」を加えてみませんか？
も く じ Ｐ２・・新規就農者・就農希望者を支援いたします

Ｐ３‥現場だより JA京都やましろ万願寺とうがらし部会長の山本喜忠さん（久御山町）
Ｐ４‥京都府農業の現状、地方参事官室（京都府担当）からのお知らせ

資材調達の選択肢に
ア グ ミ ル

「AGMIRU」を加えてみませんか？

農業者の皆様から資材の希望条件を登録すると、全国の複数の販売店
から見積りを受けられるサービス「ＡＧＭＩＲＵ」の運用が始まっています。

ＡＧＭＩＲＵで見積りを取るだけでも、今ご自身が調達している資材が高い
のか・安いのかが「見える」とともに、お付き合いのある販売店との交渉材
料にも使えます。

使ってよかった！ 利用者の声がぞくぞく！

その１ 簡単！
スマホで見積り依頼ができて楽だ！

その２ 選択肢が広い！
見積り依頼したら他の地域の店からも提案があった！

その３ まずは見積りからスタート！
見積りだけでもＯＫなので調達戦略を練れる！

まずはお気軽に登録を！！

アグミル
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～新規就農者・就農希望者を支援いたします～

「農の雇用事業」の募集について
（平成30年２月研修開始分）

農林水産省では、農業法人等が就農希望者を雇用し、農業技術や経営ノウハウ等
を習得させるために実施する研修に対して支援を行う「農の雇用事業」を実施していま
す。この度、事業実施主体である（一社）全国農業会議所（全国新規就農相談センタ
ー）において、次のとおり平成30年２月研修開始分の募集を行っています。

募集期間 平成29年10月10日（火曜日）から12月１日（金曜日）まで
応募要領、申請様式は全国新規就農相談センターホームページ又は都道府県の農
業会議で入手できます。
全国新規就農相談センターホームページ

http://www.nca.or.jp/Be-farmer/nounokoyou/original/ ク）
お問合せ先 京都府農業会議（075-441-3660 ）

「一農ネット交流会 in 近畿」の開催について
近畿農政局では、交流機会の少ない新規就農者や就農予定者の皆さまの仲間づく
りを応援するため、交流会を次のとおり開催します。皆さまのご参加をお待ちしており
ます。
開催日時 平成29年11月22日（水曜日） 13時30分～17時00分（受付 13時00分～）
開催場所 大阪合同庁舎１号館６階第１会議室（大阪市中央区大手前１- ５-44 ）
申込方法 インターネットによる受付フォーム

又は添付資料の参加申込書での郵送・FAX
https://www.contactus.maff.go.jp/j/kinki/form/171122.html

お問合せ先 近畿農政局経営・事業支援部経営支援課（075-414-9055 ）

「農業参入フェア2017」の開催について

農林水産省及び日経ビジネス企画編集センターでは、農業参入を希望する企業と企
業を誘致したい地域等の関係者を一堂に集め、先進事例の発表や、都道府県、農地
中間管理機構と参入希望企業とのマッチングブースの設置等により、具体的な企業の
農業参入につなげていくため、次のとおり「農業参入フェア2017」を開催します。

（大阪会場）
開催日時 平成29年11月28日（火曜日） 13時00分～18時00分
開催場所 梅田スカイビル アウラホール

大阪市北区大淀中１- １タワーウエスト10階
申込方法 日経ビジネス企画編集センターのホームページから

お申し込みください。
http://ac.nikkeibp.co.jp/nbp/agri2017o/

お問合せ先 近畿農政局経営・事業支援部農地政策推進課（075-414-9014 ）
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ＪＡ京都やましろ 万願寺とうがらし
部会長の山本喜忠さん（久御山町）

山本さんは、水稲１haと25ａのハウスで、
夏は万願寺とうがらし、冬はみず菜や小
松菜の葉菜類を栽培しながら、ＪＡ京都や
ましろの万願寺とうがらし部会長をされて
います。

万願寺とうがらし部会は、市町村の枠を
越えた70戸以上の栽培農家で構成され
ていて、「都市近郊という地域性の中にあ
って、なぜうまくいっているのか不思議な
くらいまとまっている」そうです。

万願寺とうがらし部会の構成員は、大きくは高年
齢層と若年齢層に二分化していますが、前部会長
の意向もあり、３年ほど前から部会の役員は、高
年齢層から若年齢層へ世代交代されたそうです。

山本さんは、生産量を増やしても、京都府内だけでは飽和状態になってしまう
ので、府外に売り出すのが大事だと考え、取り引きのある市場に出向いて万願
寺とうがらしのよさをPRするとともに、ＪＡ京都やましろの担当者と一緒に東京、
京都、神戸、大阪等で試食会の開催、レシピの配布等積極的に販促活動に取
り組んでおられます。
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京都府農業の現状

l

8㎏

<北部>
10ａ当たり
（前年差±

～平成29年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10月15日現在）～

・作付面積は１万4，700ha （前年産に比べ100ha 減少）の見込み

・予想収穫量は７万5，000t （前年産に比べ1，400t 減少）の見込み

<京都府>
10ａ当たり予想収量510㎏
（前年差 △６kg）

予想収量503㎏
０㎏）

北部

南部

<南部>
10ａ当たり予想収量51
（前年差 △10㎏）

資料：近畿農政局ホームページ「統計情報」
http://www.maff.go.jp/kinki/toukei/toukeikikaku/yotei/2017.html

～地方参事官室（京都府担当）からのお知らせ～

収入保険制度等に関する京都府説明会について
農林水産省では、収入保険制度等の内容について、農業者を中心に関係団体など
の関係者に広く周知するため、収入保険制度等に関する京都府説明会を開催します。

開催日時 平成30年１月16日（火曜日） 13時30分～

開催場所 キャンパスプラザ京都 第３講義室

（京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町939）

申込方法 参加を希望される方は事前登録が必要です。

京都府農業共済団体宛にファックス又はメールのどちらかで、

（１）氏名、（２）住所、（３）職業、（４）連絡先電話番号

を明示の上、開催日の５日前までにお申し込み願います。

京都府農業共済組合

（電話）075-222-5700  （FAX）075-222-5701

（メールアドレス）syunyu@kyoto-nosai.jp

お問い合わせ先：近畿農政局地方参事官室（京都府担当）
〒602-8054  京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

TEL：075-414-9015  FAX：075-414-9057
ホームページ：http://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.htm
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